
創
立
者
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ス
　
　
大
将
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ペ
ド
ル
（
万
国
本
営
　
英
国
ロ
ン
ド
ン
）　
　
日
本
司
令
官
　
ケ
ネ
ス
・
メ
イ
ナ
ー
（
救
世
軍
本
営
　
東
京
都
千
代
田
区
）　　
　

http://w
w
w
.salvationarm

y.or.jp
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〇
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九
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十
月 

一 

日
　
発
　
行

明
　
治
　
二
　
十
　
八
　
年
　
創
　
刊　
　

福
音
版
・
毎
月
一
日
発
行
　
広
報
版
・
奇
数
月
十
五
日
発
行
（
除
く
七
月
）
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10月号
福音版
2019

October
No.2790

救世軍公報

（取扱支部）
　
　

発
行
日
及
び
定
価

▼
発
行
日
　

福
音
版
・
毎
月
一
日
発
行

広
報
版
・
奇
数
月
十
五
日
発
行（
除
く
七
月
）

▼
定
　
価

　  

振
替
・
〇
〇
一
八
〇
―
五
―
四
四
〇
〇

発
行
兼
　   

救
　
世
　
軍

印
刷
人
　
代
表
者 

ケ
ネ
ス・メ
イ
ナ
ー  

編
集
人
　
　
　
　
寺 

澤
　
眞 

由 

子

　
〒

101—

0051
　
東
京
都
千
代
田
区

　
　
　
　
　
　 

　 

神
田
神
保
町
二
ノ
十
七

電
　
話
　  

東
京
(03)
三
二
三
七
―
〇
八
八
一

発
行
所
　
救  

世  

軍  

本  

営

印
刷
所
　
　
　
ピ
ー
ア
ン
ド
エ
ス

　

救
世
軍
は
、
統
一
協
会
、
エ
ホ

バ
の
証
人
、
モ
ル
モ
ン
教
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
で
お

悩
み
の
方
は
、
右
救
世
軍
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

聖書は新共同訳を使用しています　©共同訳聖書実行委員会 © 日本聖書協会
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福
音
版
・
一
部
　 

　
　
　
　
　
四
〇
円

広
報
版
・
一
部
　
　
　
　 

　
一
〇
〇
円

ク
リ
ス
マ
ス
特
集
号
（
十
二
月
一
日
号
）

　
　
　
・
一
部
　
　
　
　
　 

一
〇
〇
円
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シ
ェ
リ
ル
・
メ
イ
ナ
ー

　
人
工
妊
娠
中
絶
の
話
題
は
、

多
く
の
議
論
や
論
争
、
感
情
を

呼
び
起
こ
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
議
論
の
中
で
多
く
の

人
が
、  「
そ
れ
で
は
、
命
の
始

ま
り
を
い
つ
の
時
点
と
す
る
の

で
す
か
？
」
や
、「
命
は
ど
の

よ
う
に
始
ま
る
の
で
す
か
？
」

と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
す
。

救
世
軍
は
、
次
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

　『
救
世
軍
は
、
す
べ
て
の

す
べ
て
の
命
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
神

人
が
神
の
姿
に
似
せ
て
造
ら

れ
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
す

べ
て
の
人
に
は
固
有
の
、
ユ

ニ
ー
ク
な
価
値
が
あ
る
こ
と

を
信
じ
ま
す
。
人
の
命
は
聖

な
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て

の
人
は
、
尊
厳
と
敬
意
と
を

も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き

で
す
。
救
世
軍
は
、
母
の
胎

に
お
け
る
懐か

い
妊に

ん
に
よ
っ
て
、

そ
の
人
の
人
生
が
始
ま
る
こ

と
を
受
け
入
れ
ま
す
。
私
た

ち
は
、
社
会
が
、
他
者
に
対

す
る
思
い
や
り
を
も
つ
責
任

が
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
特
に
、

胎
児
を
含
む
弱
者
の
福
祉
、

安あ
ん
寧ね

い
を
図は

か
る
責
任
が
あ
る
と

信
じ
ま
す
。』（
救
世
軍
見
解
表
明

「
社
会
道
徳
に
対
す
る
救
世
軍
の

立
場
『
人
工
妊
娠
中
絶
』」
よ
り
）  

　
命
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
す
。
命
を
与
え
て
く
だ
さ
る

神
に
敬
意
を
表
す
よ
う
に
、
命

に
対
す
る
敬
意
を
も
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
聖
書
に
一
貫

し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

「
神
は
す
べ
て
を
知
っ
て
お
ら

れ
る
方
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
神
は
一
人
ひ
と
り
を
、

そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
命
を
、
胎
内

に
形
づ
く
ら
れ
る
前
の
命
で
さ

え
も
ご
存
じ
な
の
で
す
。

   「
あ
な
た
は
、
わ
た
し
の

内
臓
を
造
り　
母
の
胎
内
に

わ
た
し
を
組
み
立
て
て
く
だ

さ
っ
た
。
わ
た
し
は
あ
な
た

に
感
謝
を
さ
さ
げ
る
。
わ
た

し
は
恐
ろ
し
い
力
に
よ
っ
て

驚
く
べ
き
も
の
に
造
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
御み

業わ
ざ
が
ど
ん

な
に
驚
く
べ
き
も
の
か　
わ

た
し
の
魂
は
よ
く
知
っ
て
い

る
。
秘
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

わ
た
し
は
造
ら
れ　
深
い
地

の
底
で
織
り
な
さ
れ
た
。
あ

な
た
に
は
、
わ
た
し
の
骨
も

隠
さ
れ
て
は
い
な
い
。
胎
児

で
あ
っ
た
わ
た
し
を
あ
な
た

の
目
は
見
て
お
ら
れ
た
。
わ

た
し
の
日
々
は
あ
な
た
の
書

に
す
べ
て
記
さ
れ
て
い
る　

ま
だ
そ
の
一
日
も
造
ら
れ
な

い
う
ち
か
ら
。」（
詩
編
139
編
13

～
16
節
）

　
救
世
軍
は
、
妊
娠
に
お
い
て

難
し
い
決
断
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
よ
う
な
、
非
常
に
悲
し

い
、
苦
悶
す
る
状
況
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
妊
娠
が
母
体
の
命
へ
の

深
刻
な
影
響
が
あ
る
場
合
、
ま

た
は
胎
児
に
深
刻
な
異
常
が
あ

り
、
生
存
の
可
能
性
が
低
い
、

も
し
く
は
、
暴
力
的
状
況
下
で

の
妊
娠
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
場

合
、
妊
娠
中
絶
の
正
当
性
を
認

め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
歴
史
的
に
み
て
も
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
・
文
化
の
中
で
人
工
妊

娠
中
絶
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
近
年
、
医
学
の
進
歩
と

社
会
的
規
範
の
変
化
に
よ
り
、

人
工
妊
娠
中
絶
は
多
く
の
人
に

と
っ
て
、
よ
り
選
び
や
す
い
選

択
肢
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
け
れ
ど
も
人
工
妊
娠
中
絶
を

一
つ
の
選
択
肢
と
す
る
前
に
は
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。
自

分
た
ち
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い 

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
か
ら
、
養
育
で

き
そ
う
に
な
い
か
ら
、
ま
た
は
、

受
け
入
れ
が
た
い
妊
娠
で
あ
る

か
ら
等
の
理
由
で
人
工
妊
娠
中

絶
を
選
ぶ
こ
と
は
、
一
つ
の
命

を
奪
う
こ
と
と
同
等
で
あ
る
こ

と
を
熟
考
す
べ
き
で
す
。
一
度

の 「
都
合
の
良
い
」
選
択
が
、

生
涯
に
わ
た
る
羞し

ゅ
う

恥ち

心し
ん

と
罪
悪

感
、
後
悔
を
も
た
ら
す
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
希
望
と
信
仰
は
、

す
べ
て
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て

く
だ
さ
る
神
に
あ
り
ま
す
。
神

は
、
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
人

の
、
そ
の
す
べ
て
の
命
を
知
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
神
は
ま
た
、
人
工
妊
娠
中
絶

を
選
ん
だ
こ
と
の
影
響
か
ら
生

じ
る
心
身
の
痛
み
と
苦
し
み
、

後
悔
と
羞
恥
心
を
知
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
た
と
え
、
人
工
妊
娠
中
絶
が

市
民
権
を
得
た
よ
う
な
時
代
に

あ
っ
て
も
、
人
工
妊
娠
中
絶
を

考
え
る
上
で
、
そ
の
す
べ
て
の

命
の
一
つ
ひ
と
つ
が
貴
重
で
あ

る
こ
と
を
覚
え
る
な
ら
、
人
工

妊
娠
中
絶
が
、
決
し
て
安
易
な

方
法
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
す

る
で
し
ょ
う
。

　
神
は
、
あ
な
た
と
、
ま
だ
生

ま
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
子
ど

も
―
命
―
の
た
め
の
特
別
な
計

画
と
目
的
を
も
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
す
。（
救
世
軍
士
官〔
伝
道
者
〕）

〈米国〉人身取引被害者支援啓蒙イベ
ントで、山室軍平の映画が上演される
　世界中で人身取引の犠牲となってい
る人が、およそ 2,100 万人いると推
計されています。救世軍では世界各地
で人身取引の予防、啓蒙、救出、生活
支援の活動をおこなっています。
　2019 年 6 月 7 日（金）、米国サン
ディエゴで、その地域における人身取
引被害者への支援活動を紹介するイベ
ントが開催されました。
　席上、ケニアで人身取引の被害に遭

あ

い、結果、サウジアラビアと米国で働
かされていた女性が証

あか
ししました。仲

介業者に騙
だま

され、雇用契約の内容も知
らないままであったこと、目に見える
鎖ではなく、精神的な鎖でしばられ、
生活のすべてが管理され、休む間もな
く働かされていたこと、自力で逃げ、
救世軍に救出されたこと、救世軍の支
援を受け、看護師の資格を取って働い
ていることなど、快活に語りました。
　イベントでは、人身取引被害者を保
護する関連施設だけでなく、小隊（教
会にあたる）でも人身取引につい学ぶ
必要性が強調されました。また、手作
りお菓子をもった救世軍のメンバーが、
性的労働に従事している女性を定期的
に訪問して会話をする中で、救出に結

　救世軍は、英国ロンドンに国際本部を置く、世界131の国と地域で活動する
プロテスタントのキリスト教会です。1865年、英国のメソジスト
教会の牧師であったウイリアム・ブースによって始められ、家のな
い人々、仕事に就

つ
けない人々、アルコールの悪影響下にある人々、

搾
さく
取
しゅ
される女性や顧

かえり
みられない子どもたち、災害に遭

あ
った人々など

に助けの手を伸べつつ、神様の愛を伝えてきました。
　日本での働きは、1895（明治28）年に始まり、伝道の拠点である小隊（教会に

あたる）を開設。廃
はい
娼
しょう
運動、失業者対策、病院や結核療養所の設立、

児童や女性の保護、アルコール依存症者回復支援など、時代にさき
がけて、様々な働きを興

おこ
してきました。日本人で最初に救世軍士官

（伝道者）となったのは、山室軍平です。キリスト教界だけでなく、
社会福祉の分野における先駆者の一人にも数えられています。
　

救世軍とは？ What is The Salvation Army?

　   心は神に　手は人に　Heart to God, Hand to Man

び付けている活動も紹介されました。
　最後に、日本での人身取引被害者支
援活動の歴史的記録として、映画『地
の塩　山室軍平』が上映され、東條政
利監督がインターネットを通して映画
の紹介をしました。
※日本の救世軍でも、10 月 27 日（日）
に、八幡小隊（午後 1 時半～）で同映画
が上映されます。（詳細は八幡小隊・℡
093-652-1584 へお問い合せください）

〈フィジー〉ファミリー ケア セン
ターで女性と子どもを保護
　1 年間日本の救世軍の女性の働き
で集められた「1 円献金」の支援先、

「ファミリー ケア センター」では、今
年 1 ～ 6 月の間に 10 人の女性（街頭
生活から 5 人、暴力被害から 4 人、人身取引
被害者 1 人）とその子どもたちを支援
しました。子どもたちは、適切な教育
支援にもつなげられています。

わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、
命の光を持つ。（イエスの言葉・ヨハネによる福音書 8 章 12 節）             
                     
　　　　　　日本の皆様にお会いする時、私たちを通して
                  　イエス様の愛が輝くことができますように、
　　　　　　と祈っています。

　ツアー日程の詳細は、救世軍本営伝道事業部にお問い合せください

ウエリントン・シタデル・バンド
楽長   ジム・ダウニー

　　　　　　　　　ブリティッシュスタイルのブラスバンド　ウエリントン・シタデル・バンド
　　　　　　　2019 来日ツアー（11 月 30 日～ 12 月 9 日）                     　　　　　　　　                                                         　 仙台・北海道・東京
                       

Photo on VisualHunt



□
私
の
近
く
の
救
世
軍
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

□
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。

□
『
と
き
の
こ
え
』
の
購
読
を
申
し
込
み
ま
す
。

ご
氏
名

ご
住
所

この部分を封書か葉書に貼り、裏
面下の救世軍にお送りください。
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二
〇
一
九
年
四
月

二
十
一
日
イ
ー
ス
タ

ー
の
早
朝
、
あ
る
男

が
大
き
く
息
を
吸
っ

た
。
居
合
わ
せ
た
家

族
は
顔
を
見
合
わ
せ

た
。
検
温
を
す
る
た

め
ナ
ー
ス
が
入
室
。

　
「
今
日
は
素す

晴ば

ら

し
い
朝
焼
け
よ
！
」

　
「
あ
る
男
」
が
神

の
招
き
に
与あ

ず
か

っ
た
瞬

間
だ
っ
た
。
そ
れ
は

厳お
ご
そか
で
温
か
く
、
家

族
は
そ
の
「
時
」
を

感
動
と
喜
び
を
も
っ

て
受
け
止
め
た
。
男

が
、
そ
の
百
年
の
命

を
見
事
に
生
き
き
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
時
は
、
一
九
七
六

年
に
戻
る
。
キ
リ
ス

ト
教
出
版
社 
い
の

ち
の
こ
と
ば
社
か
ら

『
あ
る
男
の
遍
歴
』

と
題
す
る
長
編
実
話

が
出
版
さ
れ
た
。
そ

れ
は
、
同
社
が
発
行

す
る
月
刊
誌
『
百
万

人
の
福
音
』
に
二
年

間
連
載
さ
れ
た
も
の

を
一
冊
に
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
に
は
「
あ
る

男
」
の
、
人
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
た
く
な
い
、
話
し
た
く
な
い

過
去
の
出
来
事
が
赤
裸
々
に
書

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
激
し

い
反
キ
リ
ス
ト
者
だ
っ
た
一
人

の
男
が
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
触

れ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
る
い

き
さ
つ
の
記
録
で
あ
る
。
同
時

に
、
二
十
五
年
に
わ
た
る
夫
婦

間
の
思
想
と
信
仰
に
根
を
も
つ

軋あ
つ
轢れ

き
が
神
の
愛
に
よ
っ
て
和
解

に
至
る
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ

る
妻
の
祈
り
の
証
言
で
も
あ
る
。

　
男
は
、
青
年
時
代
、
新
国
家

建
設
の
希
望
に
燃
え
て
満
州
に

渡
っ
た
。
し
か
し
、
敗
戦
と
共

に
夢
破
れ
帰
国
。
面
識
の
な
い

ま
ま
に
結
婚
し
た
妻
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
だ
っ
た
。

　
北
海
道
の
田
舎
町
で
引
き
揚

げ
者
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
っ

た
。
行
商
し
な
が
ら
共
産
党
に

入
党
。
地
元
で
町
議
を
二
期
務

め
る
も
、
党
の
武
闘
路
線
に
反

発
し
離
脱
。
そ
の
後
、
札
幌
に

移
り
、
事
業
に
専
念
す
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
で
味
わ
っ
た

の
は
、
借
金
・
破
産
の
連
続
と

い
う
苦く

杯は
い
で
あ
っ
た
。
一
方
妻

は
、
ど
ん
な
状
況
で
も
愚ぐ

痴ち

を

言
う
こ
と
も
、
動
揺
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。

　
男
は
、
自
分
に
対
す
る
寄
り

添
い
を
妻
か
ら
感
じ
取
る
こ
と

教
会
を
建
て
、
伝
道
の
拠
点
を

も
つ
こ
と
へ
と
導
か
れ
る
。
順

調
だ
っ
た
事
業
を
た
た
み
、
献

身
の
決
意
で
農
村
伝
道
神
学
校

に
学
ぶ
た
め
二
人
で
上
京
し
た
。

六
十
歳
秋
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
新
た
な
る
出
発
は
幸
せ
こ
の

上
な
い
夫
婦
の
姿
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
妻
は
、
年
明
け
に
風

邪
を
こ
じ
ら
せ
、
そ
れ
ま
で
の

疲
労
も
重
な
っ
た
の
か
、
大
学

病
院
の
治
療
も
む
な
し
く
、
二

月
に
召
天
。「
夢
で
あ
る
な
ら

ば
」
と
思
う
出
来
事
で
あ
っ
た
。

失
意
の
中
、
男
は
妻
の
骨
箱
を

下
げ
て
、
札
幌
に
帰
っ
た
。
多

く
の
人
々
は
、
学
校
に
は
も
う

戻
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
、
妻
と
誓
っ
た
献
身
を
貫

く
た
め
男
は
学
校
に
戻
っ
た
。

心
労
と
体
力
の
限
界
を
抱
え
て

の
勉
学
の
日
々
で
あ
っ
た
。

　
「
先
に
一
人
息
子
を
失
い
、

今
ま
た
妻
を
失
い
、
人
間
の
生

涯
は
涙
の
谷
間
を
歩
い
て
い
る

よ
う
な
も
の
と
言
わ
れ
る
が
、

夜や

半は
ん
の
涙
は
枯
れ
果
て
る
こ
と

は
な
い
」

　
「
こ
の
よ
う
な
中
で
す
べ
て

を
主
に
ゆ
だ
ね
つ
つ
、『
光
栄

あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
証

人
と
し
て
福
音
宣
教
に
歩
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
』
と
た
だ

そ
れ
の
み
祈
り
つ
つ
学
ん
だ
」

と
後
日
、
男
は
書
い
て
い
る
。

　
三
年
の
学
び
を
終
え
、
伝
道

師
と
し
て
一
年
間
、
月
寒
教
会

で
奉
仕
し
た
。
伝
道
者
生
活
の

始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
牧
師
の
試
験
に
受
か
り
、
自

宅
に
「
西
札
幌
教
会
」
の
看
板

を
掲
げ
た
。
開
拓
伝
道
の
開
始

で
あ
る
。
信
徒
は
誰
も
い
な
い
。

苦
闘
の
日
々
が
始
ま
る
。
涙
あ

り
、
笑
い
あ
り
の
開
拓
伝
道
奮

闘
記
が
続
く
。
教
会
の
標
語
が

掲
げ
ら
れ
た
。

　
「
喜
ぶ
者
と
共
に
喜
び
、
泣

く
者
と
共
に
泣
く
」（
ロ
ー
マ
人

へ
の
手
紙
12
章
15
節
・
口
語
訳
聖
書
）

　
「
恐
れ
る
な
。
語
り
つ
づ
け

よ
。
…
こ
の
町
に
は
、
わ
た
し

の
民
が
大
ぜ
い
い
る
」 （
使
徒
行

伝
18
章
9
、
10
節
・
口
語
訳
聖
書
）

　
御み

言こ
と
葉ば

が
前
に
後
ろ
に
力
と

な
っ
て
男
を
支
え
た
。

　
や
が
て
自
宅
の
建
物
は
古
く

な
り
、
新
会
堂
建
築
の
必
要
が

出
て
き
た
。
男
は
そ
の
時
七
十

歳
。
周
囲
か
ら
は
年
齢
、
体
力

か
ら
み
て
心
配
や
懸け

念ね
ん
の
声
も

多
か
っ
た
が
、
教
会
員
一
致
の

祈
り
が
献さ

さ
げ
ら
れ
、
多
く
の
支

援
者
に
よ
っ
て
献
堂
す
る
に
至

っ
た
。
堅
固
な
土
台
を
据
え
た

後
、
男
は
、
更
な
る
熱
心
を
も

っ
て
教
派
を
超
え
、
国
を
超
え
、

海
外
へ
と
足
を
運
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
自
伝
続
編
『
ネ
ゲ

ブ
の
川
』
を
一
九
九
四
年
に
出

版
。
前
書
か
ら
の
十
八
年
間
に

は
、
信
仰
の
戦
い
も
あ
っ
た
。

そ
の
書
き
出
し
に
、

　
「
あ
る
男
は
七
十
五
歳
に
な

り
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
…

こ
ん
な
に
歳
を
と
っ
て
…
わ
が

「
あ
る
男
の
遍
歴
」　
反
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
七
転
八
倒
し
た
日
々
…
…

が
が
で
き
ず
、
夫
婦
の
心
の
不

一
致
に
苛い

ら
立だ

ち
、
妻
に
冷
た
く

当
た
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
妻
の
信
仰
が
疎う

と
ま
し
く
な

り
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
妻
の
通

う
教
会
に
火
を
つ
け
よ
う
と
ま

で
考
え
た
。

　
そ
の
よ
う
な
七し

ち
転て

ん
八ば

っ
倒と

う
の
生

活
の
中
で
心
が
温
か
く
な
っ
た

出
来
事
は
、
長
男
の
北
海
道
大

学
合
格
だ
っ
た
。
男
は
、
本
人

以
上
に
期
待
に
胸
を
膨ふ

く
ら
ま
せ

事
業
に
精
を
出
し
た
。
と
こ
ろ

が
そ
の
息
子
は
、
大
学
一
年
の

秋
に
脳の

う
膿の

う
瘍よ

う
を
患わ

ず
らう
。
医
大
の

教
授
も
お
手
上
げ
の
状
態
で
、

治
療
の
甲か

斐い

な
く
、
一
年
余
の

闘
病
後
、
逝せ

い
去き

ょ
し
た
。

　
暗
く
な
っ
た
家
庭
の
た
め
に

も
、
と
男
は
再
奮
起
し
、
札
幌

の
中
心
部
に
宝
石
店
を
開
業
。

し
か
し
、
開
業
の
喜
び
も
束つ

か
の

間
、
店
舗
が
も
ら
い
火
で
消
失

し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
死
者

の
出
る
大
き
な
火
災
だ
っ
た
。

　
男
は
、
度た

び
重
な
る
試
練
に
打

ち
の
め
さ
れ
た
。
光
が
ま
っ
た

く
見
え
ず
、
こ
れ
か
ら
先
い
っ

た
い
ど
う
な
る
の
か
…
…
と
。

　
そ
ん
な
失
意
の
ど
ん
底
に
い

た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
雪
の
降

る
夜
、
風
呂
敷
包
み
を
背
負
っ

た
人
が
火
災
見
舞
い
に
、
と
訪

ね
て
き
た
。
救
世
軍
の
北
海
道

の
責
任
者
、
救
世
軍
士
官
（
伝

道
者
）
の
伊
藤
国
義
だ
っ
た
。

　
男
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
人
だ

か
ら
、
妻
に
用
事
だ
と
思
っ
た

が
、
伊
藤
は
、
男
に
会
い
に
来

た
と
言
う
。
届
け
ら
れ
た
の
は
、

「
社
会
鍋
」
の
資
金
に
よ
る
一

枚
の
毛
布
と
、
初
め
て
感
じ
た

キ
リ
ス
ト
の
愛
で
あ
っ
た
。

　
以
来
、
男
は
、
伊
藤
国
義
・

千
代
子
夫
妻
の
姿
に
真
実
の
夫

婦
愛
を
知
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

に
目め

覚ざ

め
、
札
幌
北
光
教
会
に

て
求
道
し
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
生
き
る
べ
く
受
洗
に
至
っ
た
。

　
男
五
十
歳
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
信
仰
の
道
、
そ
れ
は
、
神
の

栄
光
が
現
さ
れ
る
道
で
す
。
こ

の
「
あ
る
男
」
は
、
私
の
父
、

立
石
賢
治
で
す
。
神
の
不
思
議

な
導
き
は
、
父
の
み
な
ら
ず
、

私
と
夫
に
も
及
び
ま
し
た
。
キ

リ
ス
ト
の
香
り
を
届
け
て
く
だ

さ
っ
た
伊
藤
夫
妻
の
送
別
集
会

が
私
の
実
家
で
あ
り
、
私
と
夫

も
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
末
席

で
、「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義

と
を
求
め
な
さ
い
」（
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
6
章
33
節
・
口
語
訳

聖
書
）
と
い
う
聖
書
の
言
葉
が

私
の
夫
の
心
に
入
り
、
救
世
軍

札
幌
小
隊
（
教
会
に
あ
た
る
）
に

出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
夫
は
初
め
て
小
隊
に
行
っ

た
そ
の
場
で
回
心
の
祈
り
を
し
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、
二
年

後
に
は
救
世
軍
士
官
と
な
る
よ

う
、
神
か
ら
の
召
し
を
受
け
、

夫
婦
で
献
身
し
ま
し
た
。
遡さ

か
の
ぼ

れ

ば
、
私
の
母
方
の
信
仰
は
鹿
児

島
の
徳
之
島
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
、

百
年
余
続
く
キ
リ
ス
ト
教
。
神

が
確
か
に
歴
史
に
働
か
れ
、
時

代
時
代
に
生
き
る
家
族
を
導
い

て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。

　
父
の
開
拓
し
た
西
札
幌
教
会

は
、
三
人
の
献
身
者
を
送
り
出

し
、
そ
し
て
今
、
四
人
目
が
牧

師
に
な
る
勉
強
中
で
す
。
父
が

最
後
に
高
壇
で
説
教
す
る
礼
拝

（
写
真
右
上
）
に
出
席
し
た
、
父

方
の
親
戚
の
一
人
が
信
仰
の
決

心
を
し
た
の
で
す
。
開
拓
伝
道

の
苦
労
を
、
神
は
そ
の
御み

心こ
こ
ろに

と
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

を
表
す
祝
福
だ
と
思
い
ま
す
。

　
父
が
救
わ
れ
て
か
ら
の
五
十

年
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
、

ご
助
力
、
お
祈
り
に
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
葬
儀
の
後
に
も
、

多
く
の
方
々
か
ら
お
手
紙
や
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
ま
た
遺
品

整
理
を
し
な
が
ら
、
神
の
真
実

に
従
お
う
と
し
た
父
の
生
き
方

と
姿
勢
に
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

   「
死
し
て
な
お
、
残
す
も
の

あ
り
。」
現
役
を
退
き
、
少
し

気
を
抜
い
て
い
た
私
の
魂
に
、

新
た
に
神
の
力
が
注
が
れ
、
宣

教
の
業わ

ざ
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
（
立
石
貴
美
子
・
救
世
軍
士
官
）

『ある男の遍歴』（いのちのことば社）は、イエ
ス・キリストを救い主と信じた男に働いた、
神の力強い導きを証

あか
しする書です。今回は、

その最終章としての証言をお届けします。

「
神
の
恵
み
は
千
代
に
」　

　    

父
・
立
石
賢
治
の
人
生
を
通
し
て 

立
石 

貴
美
子

こ
と
な
が
ら
驚
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
私
は
自
分
の
人
生
を

無
我
夢
中
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
間
『
あ
る
男
』
は
、

た
だ
一
筋
に
キ
リ
ス
ト
へ
の
道

を
全
力
疾
走
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
（
札
幌
）
で
開
拓
伝

道
を
始
め
て
十
年
。『
あ
る
男
』

は
も
っ
て
生
ま
れ
た
性
分
と
も

う
し
ま
し
ょ
う
か
。
猪ち

ょ
突と

つ
猛も

う
進し

ん
、

壁
に
当
た
っ
て
は
じ
め
て
そ
こ

に
壁
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ

く
よ
う
に
、
相
も
変
わ
ら
ず
挫

折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
今
後
さ

ら
に
も
っ
と
激
し
く
走
り
続
け

た
い
、
そ
れ
は
一い

ち
途ず

に
福
音
が

広
が
る
こ
と
を
願
う
か
ら
で
す
。

…
『
主
よ
、
ど
う
か
、
わ
れ
ら

の
繁
栄
を
、
ネ
ゲ
ブ
の
川
の
よ

う
に
回
復
し
て
く
だ
さ
い
。』（
詩

篇
126
篇
4
節
・
口
語
訳
聖
書
）
そ
の

よ
う
な
思
い
で
福
音
が
北
の
果

て
の
隅
々
ま
で
伝
わ
る
こ
と
を

夢
に
描
き
、
神
が
実
り
の
秋
を

迎
え
さ
せ
て
く
だ
さ
る
と
確
信

し
、
キ
リ
ス
ト
の
鐘
を
鳴
ら
し

続
け
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
キ
リ
ス
ト
に
命
を
懸

け
、
た
だ
一
途
に
キ
リ
ス
ト
に

歩
ん
だ
『
あ
る
男
』
の
記
録
で

す
。」

　
男
は
、
八
十
二
歳
の
引
退
後

も
自
宅
を
訪
ね
て
来
る
人
々
に

御
言
葉
を
語
り
続
け
て
い
た
。

　
人
生
の
半
分
の
五
十
年
は
自

分
の
力
と
知
恵
で
頑
張
り
、
何

度
も
失
敗
し
行
き
詰
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に
救
わ
れ

て
か
ら
の
五
十
年
は
、
悲
し
み

の
束た

ば
を
抱
え
な
が
ら
も
、
神
の

絶
大
な
力
に
委ゆ

だ
ね
、
一
途
に
神

の
僕し

も
べと
し
て
走
り
通
し
た
。

　
「
苦
し
み
に
あ
っ
た
こ
と
は

私
に
と
っ
て
恵
み
に
変
わ
り
ま

し
た
。」  

男
の
発
し
た
そ
の
一

言
の
代
償
は
あ
ま
り
に
も
大
き

す
ぎ
る
と
思
え
る
が
、
神
の
奇く

す

し
き
御み

業わ
ざ
、
愛
と
救
い
は
、
失

意
の
底
で
立
ち
上
が
れ
な
く
な

っ
た
一
人
の
男
を
立
た
し
め
、

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
新
し
い
命
に

よ
っ
て
生
か
し
め
た
。

　
か
つ
て
教
会
に
火
を
つ
け
よ

う
と
ま
で
考
え
た
者
が
、
信
仰

に
生
き
る
者
と
変
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
イ
エ
ス
の
復
活
を
祝

う
朝
、
家
族
に
見
守
ら
れ
、
天

国
に
凱が

い
旋せ

ん
し
た
の
だ
っ
た
。

「
神
に
喜
ば
れ
る
商
売
」
か
ら
、
神
に
喜
ば
れ

る
人
生
を
届
け
る
牧
師
へ
…
…

　
焼
け
跡
か
ら
再
び
商
売
を
し
、

伊
藤
先
生
の
教
訓
「
神
に
喜
ば

れ
る
商
売
を
す
る
よ
う
に
」
を

会
社
経
営
の
基
本
精
神
と
し
て

忠
実
に
守
っ
た
と
こ
ろ
、
会
社

は
豊
か
に
祝
福
さ
れ
た
。

　
や
が
て
『
あ
る
男
の
遍
歴
』

が
出
版
さ
れ
、
以
来
全
国
各
地

で
信
仰
の
証
言
を
し
て
ほ
し
い

と
の
招
き
が
あ
り
、
妻
と
共
に

喜
ん
で
出
か
け
て
行
く
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
、
示
さ

れ
る
ま
ま
、
導
か
れ
る
ま
ま
、

信
徒
伝
道
者
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
何
で
も
引
き
受
け
、
自
分

の
人
生
に
働
い
た
神
の
力
強
い

導
き
を
証
し
し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
、
夫
婦
の
祈
り
は

信仰の体験談・証
あ か し

言のページ

100歳の敬老祝い。指方牧
師より祝福を祈っていただく

最後の説教（札幌小隊　2016 年 2 月 21 日）

「ある男」の家族4世代の集い（於 西札幌教会　2017 年 8 月）


